
（１） 運営費交付金債務の増減の明細

１）研究･育種勘定

（単位：円）

運営費
交付金収益

資産見返
運営費交付金等

資本剰余金 小 計

10,200,430,000       8,741,203,096         265,967,297           -                          9,007,170,393         638,228,989           1,229,849,530         

注）資産見返運営費交付金等には、建設仮勘定見返運営費交付金（9,244,000円）を含んでおります。

２）水源林勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

３）森林保険勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

４）特定地域整備等勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

（２） 運営費交付金債務の当期振替額及び主な使途の明細

１）研究･育種勘定

① 運営費交付金収益への振替額及び主な使途の明細 （単位：円）

費用

2,529,005,038 2,529,005,038

3,583,645,928 3,583,645,928

1,616,715,690 1,616,715,690

1,011,836,440 1,010,899,387

8,741,203,096 8,740,266,043

② 資産見返運営費交付金及び資本剰余金への振替額並びに主な使途の明細 （単位：円）

振替額 振替額

81,798,944 -

121,248,699 -

59,237,286 -

3,682,368 -

265,967,297 -

２）水源林勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

３）森林保険勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

４）特定地域整備等勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

合計

期間進行基準による振替額 人件費：777,756,541円、消耗備品費：25,886,189円、その他：207,256,657円

森林産業 人件費:3,086,561,800円、消耗備品費：211,773,327円、その他：285,310,801円

林木育種

674,818,912            

区分

期末残高

主な使途

引当金見返との相殺
額

運営費交付金の主な使途運営費
交付金収益

８．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

期 首 残 高
交付金

当期交付額

当期振替額

注)資産見返運営費交付金等には、建設仮勘定見返運営費交付金 6,922,755円を含んでおります。
（森林環境：2,230,445円、森林産業：3,106,825円、林木育種：1,585,485円）

主な使途

森林環境
イオンクロマトグラフ13,860,000円、全窒素・全炭
素測定装置11,000,000円、その他56,938,944円

セグメント

資産見返運営費交付金等への振替

主な使途

資本剰余金への振替

林木育種
研究実験棟（排水設備棟等）改修工事
25,404,925円、デジタルマイクロスコープ一式
10,263,000円、その他23,569,361円

人件費:1,104,330,483円、消耗備品費：104,935,806円、その他：407,449,401円

人件費:2,215,480,332円、消耗備品費：139,921,981円、その他：173,602,725円

勘定共通

森林総合研究所B-11棟CO2消火設備改修工
事990,000円、森林総合研究所A-1事務棟2階
総合調整室間仕切り壁設置工事773,562円、そ
の他1,918,806円

合計

リアルタイムＰＣＲ装置6,980,600円、ポロメー
ター・クロロフィル蛍光測定メーター5,662,536
円、その他108,605,563円

森林産業

森林環境

業務達成基準による振替額



（３） 引当金見返との相殺額の明細

１）研究･育種勘定 （単位：円）

振替額

207,965,108

292,775,204

82,553,617

54,935,060

638,228,989

２）水源林勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

３）森林保険勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

４）特定地域整備等勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

（４） 運営費交付金債務残高の明細

１）研究･育種勘定 （単位：円）

1,229,849,530

-

-

-

1,229,849,530

２）水源林勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

３）森林保険勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

４）特定地域整備等勘定

該当事項がないため、記載を省略しております。

計

運営費交付金債務残高 使用見込み

業務達成基準を採用した業務に係る分

翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高と使用見込みは以下のとおりであります

森林環境：環境変動下での森林の多面的機能の発揮に向けた研究開発は５年を要する業務であり、債務残高
については、翌事業年度以降に406,022,353円を収益化予定であります

森林産業：森林資源の活用による循環型社会の実現と山村振興に資する研究開発は５年を要する業務であ
り、債務残高については、翌事業年度以降に634,702,307円を収益化予定であります

林木育種：多様な森林の造成・保全と持続的資源利用に貢献する林木育種は５年を要する業務であり、債務残
高については、翌事業年度以降に189,124,870円を収益化予定であります

期間進行基準を採用した業務に係る分

セグメント

引当金見返との相殺

主な相殺額の内訳

森林環境

勘定共通
賞与引当金見返54,233,039円
退職給付引当金見返702,021円

合計

賞与引当金見返219,291,062円
退職給付引当金見返73,484,142円

林木育種
賞与引当金見返77,364,909円
退職給付引当金見返5,188,708円

翌事業年度への繰越額はありません

賞与引当金見返155,770,401円
退職給付引当金見返52,194,707円

配分留保額 配分留保額はありません

費用進行基準を採用した業務に係る分 費用進行基準を採用した業務はありません

森林産業


